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フリースクールぼくんち

小田急線梅ヶ丘駅から徒歩 8分ほどの距離にある「フリースクールぼくんち」とその隣地の
駐車場部分を計画地とする。周辺には二か所の小、中学校と羽根木公園があり、親子や高齢
者など多世代が暮らす住宅が立ち並ぶ。フリースクールぼくんちは羽根木公園からほど近い
場所でメゾネット型住宅の１、２階部分を拠点に活動している。

フリースクールぼくんち　一階の様子 羽根木プレーパーク

創立 27年となるフリースクールぼくんちは、基本
的に平日の 10時から 17時まで場所の提供をして
いる。子供達は自由な時間に訪れ、やりたい事をし
て帰宅していく。その他に、親御さんの相談にも対
応しており、フリースクールのネットワーク活動な
ども行っている。

1979 年、日本初のプレーパークとして東京都世田
谷区の羽根木公園内に開園した。通常の公園のよう
な安全に配慮した遊具や環境があるのではなく、廃
材や自然的地形を用いて、手作り感のある遊具や焚
き火などができる場所が作られている。

1. 概要
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本計画は現在使われなくなってしまった木工所部
分と駐車場の一部を利用し、木工場としての機能
と倉庫、その他、多用途に使える空間を設計する。

2. 設計手法

2-a. セルフビルド案

予算から、材料の加工などの外部発注は
難しいため、材料はホームセンターで安
価に揃えられるもの、また施工に関して
も、セルフビルドとして行うこととした。

木工所にある木工機器やスチール棚、ロ
ッカーなど、持ち出しが難しいものは、
新しく作る建物に組み込むことで、搬入
・搬出を減らす計画としている。

2×4材と既存家具を用いたセルフビルド

建物に組み込む家具 5点

周辺環境から、作業や搬入・搬出の場所
を確保することが難しいため、別の場所
で、小さなユニットを作り上げてから、
現場で壁面に組み上げ、施工する計画と
した。

四つの材から構成された風車型を、一つ
のユニットとして、それを組み合わせた
フレームを壁面とする。

作ったユニットから壁面を組む施工

風車型ユニット フレーム

少人数による施工のため、簡潔な施工法
が求められた。そこで主要な材の長さを
300 / 400 / 500 / 600 / 700 / 800 mm
の６種類に統一し、材のカットや管理を
容易にした。

材の長さを統一

多くの材は 300 - 600 mmの大きさにカットしている

一度使われなくなってしまった木工
所がまた使われるように、手入れを
続けられる空間とする必要がある。

壁面に設けた四角い穴は、ぼくんち
内のモノや子供たちが作ったモノな
どによって、後付けで埋め込まれる
棚のような構成を計画している。

埋め込んでいける棚の壁

04. 後付け可能である

01. 低い予算で 2×4材と既存家具を用いたセルフビルド

02. 短い工期で 作ったユニットから壁面を組む施工

03. 加工がしやすく 材の長さを統一

埋め込んでいける棚の壁
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2-b. 物と建築の関係

無造作に積み重なり、絡み合ってしまった物は

動きがなく、停滞し、また堆積する

モノカベハウスに物を少しずつ埋め込んでゆくことで

停滞した、物と建築の関係を再編する

本類

石膏像類

缶類

長巻モノ類

板状モノ類

木材類

小モノ類

家具類

モノカベハウス　東壁面

モノカベハウス　西側壁面

モノカベハウス　東側壁面図

モノカベハウス　南側壁面図モノカベハウス　北側壁面図

既存木工所　北側壁面図

既存木工所　西側壁面図

既存木工所　東側壁面図 既存本館　東側壁面図 既存本館　南側壁面図 既存本館　北側壁面図 既存本館　西側壁面図



3. 施工方法

1.  二つの材を T字型に接合 2.  二つの T字型を風車型に接合 3.  風車型同士を接合し、壁面のフレームを作成

4.  既存の家具を埋め込む

建物短辺面の上部梁に 72.3kg の力

紫文字は単位：mmで変形の度合いを示す

足元はピン接合で解析
自重による摩擦力をピン接合と仮定

建物長辺面の上部梁に 72.3kg の力

作成　：　落合 陽 講師

接合部　詳細

161.5 × 2 = 323 kN / rad
　　　　   → 300 kN / rad とする
                    

一つの接合部につき、２本なので

tan θ = 1 / 8.5 = θ

θが微小である時

M = 1 kN × 19 mm
     = 19 kN ・ mm

点O周りのモーメントM

k =  M / θ 
   = 19 / ( 1 / 8.5 )
   = 161.5 kN / rad 
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載荷実験

家具を全て外した状態にて載荷実験を行った。
短辺方向、長辺方向の中央上部にトラロープ
を括り付け、左下写真のようにセットし、荷
重 ( 72.3kg ) をかける。

考察

解析との誤差が大きい、長辺上部へ荷重をか
けた際の結果は、上部梁への荷重のかかり方
に問題があったと考えられる。また比較的、
誤差の小さい短辺方向に関しては、解析より
低い歪みの値が計測され、接合部の剛性は想
定よりも強いと考えられる。

解析時　95mm
実験時　6.74mm

解析時　41mm
実験時　6.85mm

力のかかり方に問題

解析時　41mm
実験時　39.50mm

解析時　31mm
実験時　16.08mm

力がかかったといえる

5. 構造解析

12/13 - 17　カット

01/10 - 13　土台作成

12/20 - 27　ユニット作成 

01/14 - 25　壁面製作

01/26        　建て方 01/27　竣工

所定の長さに 2×4材をカット。
指示書に沿って各ユニットを作成。

養生テープにて接合部をマークした。

展示予定場所のさくらセンター前にて

土台を作成。
各ユニットを搬入し、接合部のマーク

に沿って、各 4面の壁面を作成。

完成した壁面を立ち上げ、屋根部分を

乗せて、接合する。

日中時 夜間時

4. 竣工まで

6. 制作過程ビデオ

https://youtu.be/GvOE9L3Drwc


